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 内海愛子氏は、『スガモプリズン ー  占領下の「異空間」』で、「プリズンの『異邦人』― 

植民地支配と戦争裁判」と題する 1 章を書いている。「異邦人」とは、日本兵として徴用さ

れた朝鮮人、台湾人のことである。私は、異邦人と言われる彼らに特別に関心を持った。

それは、『世紀の遺書（講談社）』で朝鮮、台湾出身の若者が日本兵として、ＢＣ級戦犯と

して死刑判決を受け、執行前に、遺書、遺言として残した言葉を読み、衝撃を受けたから

である。彼らは植民地支配をした日本に駆り出され、日本兵として軍務に就いた。どんな

事情があるにしろ、喜んで日本兵になったとは思えない。その彼らは戦闘兵ではなく、軍

属としてアジア各地の捕虜収容所の監視役を主に担った。捕虜たちは強制労働を強いられ

た。また兵站が滞った日本兵は自分たちも飢えていたので、捕虜たちはなおさら危機的な

飢餓に襲われた。そのような背景の中で、捕虜に対する対応を規定したジュネーブ条約を

知らずに監視を命じられた彼らは、戦後、捕虜虐待の戦犯として問われた。日本兵がする

のと同じように捕虜に対したが、それを虐待と認定され、死刑が執行された。彼らはどれ

ほど苦しみ、恨んだだろうか。その告白を『「世紀の遺書」』で読み、私は眠れなかった。

統計では、朝鮮人戦犯は 148 人、死刑 23 人、有期・無期刑 205 人で、台湾人戦犯は 178 人、

死刑 21 人、有期・無期刑 152 人と報告されている。これだけの異邦人が、日本の国策のた

めに命を落とし、屈辱を受けている事実を見落とすことはできない。 

 オランダはインドネシアで戦争裁判を行ったが、裁く対象は「敵国の臣民及び敵に使用

されている外国人」による法規、慣例違反の事実としている。「敵に使用されている外国人」

とは朝鮮、台湾出身者を指す。ジャワのバタビア法廷で、朝鮮人・朴成根は、日本兵が日

常的にしていた「殴り」を行ったと「虐待」に認定され、死刑判決を受け、刑死した。朴

は、死刑執行前、友人の李相汶に下記のように、力を込めて語った。「すべてのことは運命

だと思ってあきらめます。しかし、しかしです。この肉体は滅びようとも、最後まで、祖

国の完全自由と独立を強く願っています。私の言いたいことは、これだけです。― 祖国の

完全なる自由と独立!このために血を流し、闘い、死んだ先輩たちの後に従います。どうか、

故国に帰りましたら奮闘努力をしてください。」彼は、故国が日本の植民地支配から解放さ

れ、自由、独立を願って、死んで逝くと遺言している。朝鮮、台湾人の有期・無期刑の戦

犯がスガモプリズンに送られ、朝鮮人戦犯メンバーたちが、朝鮮半島の地図を表紙にした

同人誌『郷愁』を刊行した。刑死した朴成根を知る朴昌浩は『郷愁』3 号に下記のように

「故朴成根君を回顧して」を寄せている。「『昌浩君、体に気を付けて無事帰国し、国のた

めに働いてくれ!! 国の無い民族以上に可哀想な人はいない。もしわれわれにも祖国があ

り、祖国のために働いた結果がこうならば、どれだけ楽しいことか!!』と私に言った。最

期に『父母をお願いします。』という言葉を残し、刑場に行き、横にある壁に『祖国完全自

主独立』『永遠平和祈願』と書き、愛国歌を 4 節まで歌った後、『発射、よし』と言って、

ニッコリ笑って逝った。ジャワを離れる時の、私の気持ちは何とも言えなかった。」 祖国

を限りなく愛しながら、日本兵と死んで逝く無念さは計り知れない。 

 1952 年、サンフランシスコ条約が締結された時、政府は、在日している朝鮮、台湾人は、

日本の国籍を喪失するとの通達を出した。ところが、戦犯たちは日本人であり続け、戦犯

刑から解放されることはなかった。徐々に仮釈放が進められたが、恩給もわずかで、友だ

ちもなく、途方に暮れ、自殺する人も出た。彼らは国家補償を求めた。彼らの窮乏を知る

弁護士たちは救済活動を起こしたが、今も立法は実現していない。日本は、朝鮮、台湾人

に対し、全く理不尽な対応をしてきたことを、心に留めるべきである。 


